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Research Note 

百寿者の主観的幸福感

-100歳以上の高齢者はなぜ幸せかー

Subjective well-being of centenarian: Why 100・・year-oldpeople can be happy? 

（大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程）察羽淳1

(Osaka University, Graduate School of Human Sciences) Tsai Yu・Chun

Abstract 

Centenarian (people who are 100 years old or older）町田uallymore侭 periencedin f即 ing
d回伽 ofrelatives or loss of o血.ers.百ieycan still maintain subjective well-being even也ough
血可 0丑enface serious physical problems and decline in cogr雌vefunctioning. The purpose of 
白isstudy w田 toreview previous s旬dies也atmentioned仕ierelated factors, and to discuss how 
centenarians main旬担ahigh level of subjective well-being. Centenarian’s subjective well-being 
is associated wi也 personality,social support, co時四回.ce,and su句卸値veheal血 Fur由自more,
the mechanism伽 te却1血ishow centenarian maintain subjective well-being was also reviewed. 
However, these previous studies did not mention causal association betw田n田ntenarian’s
SU吋ectivewell-being阻 d也e田 fac伽 sin a clear manner. In addition, five persp田姐vesof 
primary and s田 ondarycontrol, gerotranscendence, socioemotional selective也eory,valua；姐onof 
life，組dgrati:旬dewere sugg回ted旬 expla泊 howcentenarians main包泊 subjectivewell-being. 
We cannot find any問 searchabout the influence of subjective well-being among C個 tenarians.
百1ぽ efo田， furtherstudy is n配 essaryto be carried out h血efuture. 

Keywords：回ntenarian,su吋ectivewell-be泊g,personality, gero国 n田endence,grati:佃de

はじめに

世界的に高齢化が進行するなか，日本の高齢化率

は現店27%に達している（総務省統計局，2016）。こ

れは，アジアのみならず，世界の主要国と比較して

も，最高の割合である。日本における65歳以上の高

齢者は2016年時点で3461万人であり， 80歳以上の

人口だけでも 1000万人を超えたことが報告されて

いる（総務省統計局，2016）。

その中でも， 100歳まで長生きする人々（以下，

百寿者とする）も増加傾向にあることが知られてい

る。実際，百寿者の人口をみると， 1963年に 153人

であったのが（厚生労働省，2016),2016年には65692

’C佃国pondencecon悶凶ng血isarticle由D叫dbe田ntぬ；
T田iYu-Chun, Gradu蹴 Schoolof Human Scienc田， O閣h
U世versity，，臼aka,565-0871, J：司m
(e回m且：j戸細血33”＠伊国loom)

人となり（厚生労働省， 2016),52年間で判0倍程

度増加していることがわかる。こうした百寿者の人

口増加にともない，近年では，その身桝句・心理的

側面の実態に関する研究が進みつつある。

Gondo et al. (2006）は東京在住の百寿者を対象

として調査を行い，調査参加者の身体機能側面（視

聴覚繍巨と身桝目立）と認知機能側面（認知テス

トと観察者評定）を4段階に分類した。その結果，

身体繍巨と認知機能の両方においてまったく障害が

ない百寿者は，わずか 2%であったことがわかった

Gondo et al.包006）。さらに， 95%の百寿者が慢

性疾患を有しており，特に脳卒中と骨折の経験者が

多かったということが報告された（Takayamaet al., 

2007）。つまり，百寿者の多くが，身体機能および

認知樹Eにおいて何らかの問題を抱えている可能性

があると考えられる。

一方で，百寿者が主観的幸福感を維持しているこ
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とも報告されている（権藤・広瀬， 2012）。身体・

認知機能が低下するだけでなく，親近者との死別な

どネガティブなライフイベントに遭遇する機会も多

いと考えられる百寿者が，なぜ主観的幸福感を維持

できるのだろうか。本稿では百寿者の主観的幸福感

に着目し，百寿者がいかに幸福感を維持するかにつ

いての先行研究の見解をまとめることとするロ

主観的幸福感の定義

主観的幸福感（叫副vewell-be旬以下町四と

する）とは，私たちが日常生活の出来事に対して生

起した情緒即芯や，自分の人生に対して抱く満是感

〔人生満足度）を含む概念である包d,s由，Lu叩，＆

Sm他，1999）。 SWBは主観的なものであり，個人の

経験に帰属するが，客観的な要因（環境や対人関係

など）も SWBに影響を与えると考えられる。した

がって，m四は一義的に定義することが難しい概念

である。

この複雑な概念を全嗣包に把握するために，認知

的側面に関する人生満足度佃fe回白血ction〕および

感情的側面に関するポジティプ樹育・ネガティブ感

情（戸出ve血dne，伊tiveemotion)が， iJIU定の指標と

して用いられている。

最近では， SWBは快楽主義 Chedonic）と幸福主

義（e凶aimonic）という 2つの側面に分けて定義さ

れている。快楽主義とは，精神的な緊張からの解放

や問題を避けている状態，あるいは単に楽しいとい

うことに注目し，個人的な欲求と，感覚的な喜びを

追求することであると定義されている。それに対し

て，幸福主義とは，人生の目的あるいは人格的な成

長を追求することに着目し，価値を経験している状

態であると定義される (Ryan&D田~2001）。した

がって，快楽主義が s＇問の指標，幸福主義が心理

的ワェルビーングの指標として用いられている

(Ry血＆Dec~2泊01）。

高齢期の幸福感に関する研究

高齢期には，定年退職などのライフイベントによ

って，生活スタイルが大きく変化すると考えられる。

どのように高齢期の生活に適応するかということに

ついて，老年学者はいくつかの理論を主張した。

Cumming & Herny (1%1）は， i団協後に，徐々に社

会とのつながりが薄くなり，社会ネットワークを縮

小するなかで，自分自身が外的環境から内的な世界

に移行することで幸福感が高まるという離脱理論を

提唱したロこれに対して活動理論は，退職後も友人

との交流を続け，新しいネットワークを作り，引退

する前と同じ程度の活動を維持することによっ て

幸福感が高まるのだという考え方である G面吋油田武
& Albrecht, 1953）。さらに， N叩伊Z回，E面吋ghurst,&

Tobin (1%8）は紺鏑性理論を唱えた。離脱理論と活

動理論で主張されたのは，退職を契機として役割を

変えることで老後の生活に適応し，幸福感を高める

ということであった。それに対し，紺続性理論では，

退職にかカわらず，個人糊生に従って老後の生き方

を選択することで，幸福感が高い状態が維持される

ことを示した。

また， Bal凶＆Baltes (1990）は補償を伴う選択的

最適化理論（S配理論）を提唱した。この理論は，

加齢に伴う，C身機能の低下による活動の制限を想定

したもので，個人の持っている資源を重要な目標に

集中させ（選択），資源を最大限に活用し（最適化），

不足している資源を他の資源で補是する（補償）こ

とで自分に対する肯定的な評価を維持するのだとい

ヲ。

高齢期に適応して生活するだけでなく，より良い

生き方で老後生活を送ることも注目されている。

Rowe&K油n (1997）は， Sue描 sfulAgi砲を唱え，

心身ともに良好な状態で，社会参加・社会貢献し続

けることが望ましい老後生活であると考えた。

こうした高齢期の適応に関する諸理論は，百寿者

にも適合するであろうか。前述の活動理論や

S冊目渇sfulAgingは，身体機能や認長岡幾能の状態が良

好であることを前提としている。したがって，これ

らの理論に基づくと，身体機穏や認知機能が衰弱し

ている人は，幸福ではないということになる。特に，

ほとんどの人が身体・認知機能に問題を抱えている

と考えられる百寿者は，幸福感を維持していない可

能性が高い。しかし前述の通り，百寿者が SWBを

維持していることが報告されている（権藤・広瀬，

2012）ことから，活動理論やS山崎sfu1A酔gの考
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え方では，百寿者の SWBを説明することはできな

いと考えられる。

同様の理由から，継続性理論も，百寿者の個人特

性によって適合しない場合もあることから，百寿者

の SWBについて説明できない可能性がある。例え

ば活動的な人が 100歳になった場合，それ以前と同

じように活動的に生活し続けることは難しい。活動

的な生活が紺続できなくなった場合に SWBを維持

することは困難となり得るのではないだろう治元

一方で，離脱理論と soc理論に関しては，百寿者

において SWBが維持される理由を説明できる可能

性があるロ実際に，スウェーデンの社会学者である

Toms阻（2附）は，離脱理論を再刊面して，「老年

的超越j という理論を提唱した。この老年的超越理

論は100歳にも適用されている。またsoc理論によ

れば，身体機能において限界がある場合でも，活動

の内容を調整することで，目標を達成することがで

きると考えられる。例えば家事仕事の手伝いであれ

ば，その内容を庭の草取りから服たたみに変更し（選

択），畳む量を減らし（最適化），さらに何か遁具を

使用したりすることで（補償），家事仕事に従事でき

る。したがって， soc理論も百寿者にも適用できる

可能性があるといえる。

そこで以下では，百寿者の SWBに言及した先行

研究を概観し，百寿者の SWBに関連すると考えら

れる要因と理論的桝且みについて説明する。

百寿者の主観的幸福感に関連する要因

個人の特性

SWBの高い百寿者にみられる特徴のーっとして，

性格特性の「開放也が指摘されている。超高齢期

には，一般的に身体機能が低下し，行動が制限され

る傾向にあるが，開放性の高い百寿者は，そのよう

な状況・変化を受け入れて，心理的に適応ができる

ものと考えられる（権藤・広瀬， 2012）。また，神経

症傾向の低い百寿者は，ポジティブ感情が高いとい

う傾向がみられ，醐印惑を感じていないという報告

もある（』h昭ettet al., 2011）ロまた，性格特性はSWB

のみならず，長寿との関連も指摘されている (Ma皿L

Vol. 21 (201η 

G。rulo,Ina伊M，曲。田，2006;T，由貿田畑o,Lllckl田hofi;

Zondennan, F慣 u叫 ＆ Cos旬Jr,2008）。 Mas凶dal. 

(2泊06）の調査によると百寿者には「誠実性」『外向

也『開放1也の性格特性が高いことが報告された咽

それぞれの性格特性について，「誠実｛望日は健康に関

連する行動，「外向｛白はストレスの解消，「開放性」

は心理的適応などにおいて対策を促し，長寿につな

がることが示唆された。一方， Kato,Zweig, B世話凶，＆

A包血叩包012）は，外向性が高く，神経症傾向の低

い百寿者は，ポジティブな態度で生活し，自分の感

情を自由に表出できるような，楽天的な傾向がある

ことを明らかにしたロこのように，性格特性が，長

寿と SWBと関連している可倍性を指摘する研究は

多いロ

ソーシャルサポート

上記のように，性格などの個人の特性は，身体的

な表弱に直面している百寿者が SWBを維持するた

めの，内的な要素のひとつであると考えられる。そ

れに対して，「ソーシャルサポートJという外的な要

素の重要〉性も指摘されている。ソーシャルサポート

とは，日常生活に他者から様々な物質的，あるいは

心理的なサポートを受けることである。一般的に，

身体機能は加齢にともなって覇基していくことから，

高齢になるほど他者からの援助を必要とする場面は

増加するものと考えられる。特に百寿者は，生活に

実際の援助だけではなく，情緒的な援助も必要であ

る。実際に，ソーシヤノレサポートを受けている百寿

者はSWBが高いことが示されている但岨ik,Sm他，

& Koch, 2012; Margr凶 etal., 2011)。

Hu凶ket al. (2012）は，イギリスの百寿者16名に

対して「100歳になるというのはどのような感じな

のか（羽也at必esitfi田 llilre to be 100 ？）」と尋ねるイン

タピ、ューを行った。彼らは，主に中士会的な関係の中

で生じる情動に着目し，百寿者がどのように幸福感

を感じるのか，ということを説明するための6つの

要素を抽出した。それらは，①世界への関与（活動

的に社会参加し，世界情勢に興味が向いている），②

喜びと良い人生の描写（現在の生活に幸せを感じ，

自分の人生を良いものであると説明すること），③ス

トア主義的である（「ただ受け入れる」という姿勢を
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もっている），④サポート源があること，⑤フラスト

レーションの源（身体機能の喪失により，自分の思

い通りに行動できないことが増えること），⑥死（身

近な人を多く喪失したことに言及しており，それら

の喪失体験を統合的に理解していること）であった。

そして，この砂聞のなかで特に注目されたのは，ソ

ーシャルサポートが百寿者の幸福感において重要な

要素であるということであった。実際，参加した百

寿者のほとんどが，家族からの支援や友人の訪問が

あるほ治、訪問介護を利用していたり，施設に入居

していたりするなど，他者によって何らかの援助を

得ていた。そして，そうした周囲の人々からの実利

的な援助に対して愛情を感じることによって，心理

的な安定を得ていたことが報告されている。

ただし，ソーシャルサポートが人生満足感と相関

していないとする調査結果もあり（Bi蜘 p，抽rtin,

島facDonald,& Poon, 2010; B紬op，』伽出，＆ Poon, 

2006), SWBとソーシャルサポートの関連について

は，その因果関係などを含め，さらなる検討が必要

であると考えられる。

目標と現実の一致（C佃 gru血田）

人生満足度はSWBの構成要素の 1つとされ，過

去の経験に影響されている。実際，人生満足度iお晶

去の経験だけではなく，現在・未来の影響も受けて

いるという但oyt& Creech, 1983）。この考え方に

基づくと，例えば，現在受けているソーシヤルサポ

ートが，現在感じている人生満足度に影響するとと

もに，そのサポートを未来も受けているだろうとい

う展望も，現在の人生満足度を高めると考えられる。

Bishop et al. (2006）と Bishopeta!. (2010）は，こ

の考えに基づき，百寿者を対象に，目標と現実の一

致が人生満足度にどのような影響を与えるのかを検

討した。その際，目標と現実の一致および人生満足

度を測る尺度に加え，健康障害・社会経済状況・ソ

ーシャルサポートの尺度を使用した。その結果，経

済状況と目標と現実の一致との聞に正の相闘がみら

れ，さらに，目標と現実の一致の高い人ほど人生満

足度が高いことが示された。

主観的健康感

主観的健康感とは，医学的な健康状態ではなく，

現在の自分自身の健康状態を自己評価することを目

的としており，死亡率や有病率など、といった客観的

評価である医学的な健康状態とは必ずしも一致する

ものではない（五十嵐・飯島， 2畑06）。岡戸・文・

巴山・星 (2003）によると，主観的健康感が高い人

は，疾患の有無にかかわらず生存率が高いことや，

数年後の生命予後に影響することが示されている。

主観的健康感は人生満足度とEの相関が見られ，ネ

ガティブ樹育と負の相関があることが示されている

のishop,M町hRandall, MacDonald, & Poon, 2012）ロ

百寿者の主観的幸福感を説明する

理論的枠組み

以上で見てきたように，先行研究を概観すると，

百寿者のSWBに関連する要因として，「個人の特性』

『ソーシヤルサポート」「目標と現実の一致Jr主観

的健康感jが挙がった。しかし，先行研究の多くは

相関を見ているだけであり， SWBが何によってもた

らされるものなのか，ということに関するメカニズ

ムは未だ明らかとなっていない。百寿者が SWBを

維持するメカニズムを説明するための，いくつかの

見解を以下に示す。

一次的・二次的制御方略

He出国脂血＆ Sch叫z(1995）は，一次的・二次的

制御方略という理論を提案した。一次的制御とは，

個人の目標や自分の欲求・要望に合うように，外的

環境を変えようとすることである。しかし，身体機

能の衰弱などが原因で，一次的制御ができなし場合

もある。そこで，二次的制御という方略をとること

で対処しようとする。二次的制御とは，一次的制御

の限界を認識することで，内的な世界にJ樹子し，外

界ではなく自己を調整するようになるということで

ある。

この理論は， S配理論と同様，目標達成を想定し

たものである。しかし， soc理論と一次的・二次的

制御方略には，明確に異なる点がある。それは， S配

理論が身体機能の喪失を最小化するためのモデルで

あるのに対して，一次的・二次的制御方略は身体機

能の喪失が大きく，以前の状態と同じようにするの

が難しい際に，現在の状況を受け入れるために自己

調整を行うとしている点である。つまり，一次的・
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二次的制御方略は，身体機能が低下することで前と

同じ水準の目標が達成できなくても，それでいいと

受け入れ，幸福感が維持できると考えているのであ

る。以上のことから，この一次的・二次的制御方略

は，より百寿者の SWBを説明するのに適した理論

であると考えられるロ

老年的超越

スウェーデンの社会学者の Toms匝ml (2005）は，

「老年的超越蜘凶加盟国畑田）」という概念を提

唱した。老年的超越とは，物質世界あるいは精神世

界といった世界に対する認識が，加齢に伴って変化

することを意味する。言い換えれば，老年的超越と

は，高齢期において，物質主義的で合理的な世界か

ら宇宙的，超越的，非合理的世界観へと意識が変

化する現象であるロこの変化は社会関係の側面，自

己に関する側面，宇宙的意識に関する側面の3側面

で見られる。社会関係の側面においては，世俗的な

表面なつながりから離れていき，自分ひとりの世界

を重視にするようになるものである。自己に関する

側面においては，自我というものから徐々に関心が

薄れていき，利己的ぴ欲求の実現に対してあまり興

味を持たなくなる現象がみられる。そして宇宙的意

識に関する側面においては，宇宙的な現象とのつな

がりを感じるようになる。また，老年的超越にある

人は，時間に対する考えが変化すること（昔のこと

を現在のことのように感じるようになるなど）や，

空間的に離れた人（先祖や，遠くに住んでいる人）

とのつながりを強く感じるようになるといわれてい

る。 Toms旬皿 (2005）は，老年的超越に至ることで

SWBが維持あるいは向上されるだけでなく， SWB

の低下が抑制されると考えた。

また， Toms伽n(2005）は，老年的超越尺度を作

成し，青年期や中年期よりも高齢者，前期・後期高

齢期よりも超高齢期において，その得点が高いこと

を示した。したがって，超高齢期の中でもさらに年

齢の高い百寿者は，老年的超越に至る可能性が高い

と考えられ，そのために SWBを維持している可能

性があるといえる。

社会情動的選択性理論

C町宮岡盟n(1991)は，高齢期における社会関係と
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情動との関連に着目し，社会情動的選択4性理論（SST:

S田i叩 notionalSe恥 tivityTh闘がを提唱している。

SSTは，高齢になるほど，自らの時聞が限られてい

ることを意識し，「行動の目標jが変わるのだとする

理論である。具体的には，高齢になるほど，幅広く

人間関係を維持するよりも家族キ規しい友人との親

密な関係を深めていったり，注意を向けたり記憶し

たりする際にポジティブな情報を選択するようにな

っていったりすることが挙げられる。 Llick•四hoff & 

白四回盟国 (2004）によれば，目標が制限されること

によって感情的な肉直さが求められるようになる一

方で，高齢者は限られている時間を感じることによ

り，感情的に意味のある関保性を求めるようになる

のだという。また，高齢者は健康や医療に関する情

報を獲得する際に，肯定的な情報（病気の予防）を

認識しやすく，ネガティブな感情（病気の危険性に

対する恐怖）を抑えることが示唆されている

（凶k帥 off&C師岡町2脳）。

百寿者は，特に死を身近に意識していることが推

察され，エネルギーを必要とする新規な経験ではな

く，心理的な安寧を得ること，つまり行動の目標が

『知識の獲得jから『情動の調整jへと変イヒすると

考えられる。実際，百寿者を対象として行ったイン

タビュー調査の中で，百寿者の社会的ネットワーク

が縮小していることが分かっている但出量 etal., 

2012）。

人生の評価（Va11回世田ofLi長：以下VOL)

Law回 d札 (2001)はVOLという概念を提唱し

た。 VOLとは，たとえ身体機能が低下しても，「こ

れからも生きたい」という前向きな態度を，主観的

余命ではなく，未来に対するポジティブな評価とそ

れに伴うポジティブな感情を含む包括的な幸福感と

して捉えたものである。この VOLの考え方でも，

百寿者の身体機能が表弱しているにもかかわらず，

幸福感が保たれることを説明できる可能性がある。

百寿者の主観的幸福感を説明する新たな見解

上記において，百寿者が SWBを維持するための

関連要因として，ソーシヤルサポートが挙げられた。
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